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研究成果の概要（和文）：本研究では独自の農業経営・金融機関向けアンケートを実施し、分析のためのデータを得た
。同データについては本格的な分析のための準備として、記述統計を整理して簡単な分析を行うサマリー論文を執筆し
た。またアンケートと並行して行ってきた金融機関や農業経営に対する調査についてもその概要をまとめた。これらの
論文ではこれまでの研究では明らかでなかった民間金融機関による農業融資に関して、さまざまな知見が得られている
。得られたデータを用いた独自の研究としては、金融機関の内部組織と情報生産との関係を調べる研究を行った。また
アンケート調査のデータを用いない研究として、地域金融・協同組織金融機関に関する研究を行った。

研究成果の概要（英文）：　I summarized the mechanisms of the financial behavior of an agricultural 
business in the managerial development process and the actual situation of the financial support system.
　I first implemented a unique survey of agricultural business and private financial institutions and 
obtained data. To prepare for full-fledged analysis, I summarized the descriptive statistics of the data 
and wrote a summary paper. I also wrote a summary paper on the results of interviews to private financial 
institutions and agricultural business. These summary papers produced various new findings on their 
agricultural lending. Using the data from the survey, I summarized research on the relationship between 
the internal organization of financial institutions and their information production. I also conducted 
some related researches not using the data from the survey, including those focusing on regional finance 
and cooperative financial institution.
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１．研究開始当初の背景 
周知のとおり近年、わが国の農業金融を取

り巻く環境は極めて厳しい状況にある。フロ
ーで見た農業融資のピークは 1980 年度前後
であり、それ以降、融資額も融資件数も激減
してきている。このような背景としてしばし
ば指摘されるのは、わが国の農業の後退によ
る農業投資の不振である。確かに、わが国農
業の主要な担い手である農家戸数の激減や
高齢化、耕作放棄地の増加など農業構造の厳
しい状況を踏まえると、農業投資の不振は農
業融資額や融資件数の激減の大きな要因で
あることは理解できる。 
しかし近年、農外からの参入も含め農業経

営主体が非常に多様化してきていること、さ
らに今までに類をみないほどの経営発展を
遂げてきている企業的経営も出現してきて
いこと、農業経営の領域が生産だけでなく川
中・川下にまで拡大してきていること等を踏
まえると、資金需要者である農業経営主体は
非常に大きく変化してきている。これまで本
研究代表者はこのような経営主体の資金需
要について考察をしたが、その際、この新し
いタイプの経営主体に共通した資金需要の
特質は、投資資金に加えて巨額な運転資金の
需要が大きいことを指摘した。他方、農業融
資を行う金融機関も公庫や農協以外にも多
様になってきており、実際に農協以外の民間
金融機関の農業融資実績が伸びていること、
これらの民間金融機関は融資以外の農業者
への支援も積極的に行っていること等、金融
機関を取り巻く経営環境も一層大きく変化
してきている。農協以外の民間金融機関によ
る農業融資の多くは従来、無担保無保証の小
規模融資であったが、近年は ABL やスコア
リング融資など新たな融資手法を適用する
ケースも出てきている。このように、資金需
要者である農業経営主体が量的にも質的に
も変化してきており、同時に資金供給者であ
る金融機関も変化してきている。従来のわが
国の農業金融に関する研究は、1960 年ころ
に形成された農業金融システムを前提とし
ているため、研究対象となる金融機関は公庫
と農協にほぼ限定され、分析対象の資金の大
半も制度資金であった。こうした前提の下で、
農業金融の既存研究の多くは、農業制度資金
の長期的な動向整理、公庫や農協の金融機関
の構造と機能に関する分析、制度資金の効果
など、マクロ的視点にたった分析や資金の供
給側にたった分析が多く、資金需要者と資金
供給者との取引関係、資金供給が資金需要者
の行動に与える影響といったミクロ的視点
にたった分析まで言及されることは少なか
った。その理由として従来は、金融機関と資
金需要者との取引関係といったミクロ的視
点で考察する理論枠組みが希薄であったと
いう理論上の問題があり、また、我が国の非
競争的な農業金融システムにおいて、農業経
営の資金需要自体も多様性を欠いていたこ
とが考えられる。 

しかし 90 年代後半以降、中小企業金融の分
野で金融機関と資金需要者との取引関係や
金融機関の貸し付け行動が企業行動に与え
る影響など、ミクロ的視点で分析する理論枠
組みが急速に発展してきている。これらの枠
組みを使うことによって、既述したような新
しい資金需要者・供給者の取引関係や、組織
構造、行動論理を分析・解明することが出来
る。これまで、本研究代表者も、農業金融に
おける新しい動きについていくつか分析を
行っている。ただし、中小企業金融の分野で
行われてきている研究は、分析対象となる金
融機関が基本的に民間の金融機関であるこ
と、対象となる中小企業の規模が比較的大き
い規模層であることなど、我が国の農業金融
システムとは異なる部分も多い。従って、我
が国の農業金融の現状とあり方を分析する
には、独自の枠組みが必要となる。 
 
２．研究の目的 
前述の問題意識を踏まえ、本研究は、多様な
農業経営主体の組織的、機能的特質、農業の
産業的特質を十分考慮し、理論・実証分析を
通じて、リレーションシップバンキングを基
軸とした農業金融の新しい手法とそれを実
現するための金融機関（公庫、農協、民間金
融機関）の連携を構築することを目的とした
ものである。 
 本研究では、具体的に以下の４点に取り組
む。1)多様な農業経営主体の資金需要に対応
できる金融手法を、中小企業金融の分野で用
いられている新しい金融技術（ABL、スコア
リング融資など）の農業金融への適用可能性
を検討した上で、提示する。2)農協以外の民
間金融機関が積極的に行ってきている、農業
融資以外の農業者への支援の実態と課題を
整理し、民間金融機関による農業者への支援
のあり方を提示する。3)多様な金融機関（公
庫、農協、民間金融機関）の構造的・機能的
特質をふまえ、新しい金融技術に対応した、
望ましい連携のあり方を検討する。4)財務デ
ータベースを構築するとともに、アンケート
調査を実施し、農業金融のミクロ実証基盤を
構築する。 
 
３．研究の方法 
本研究は研究目的に述べたとおり、多様な

農業経営主体の組織的、機能的特質、農業の
産業的特質を十分考慮し、理論・実証分析を
通じて、リレーションシップバンキングを基
軸とした農業金融の新しい手法とそれを実
現するための金融機関（公庫、農協、民間金
融機関）の連携を構築するものである。この
研究目的を達成するために、1) 多様な農業
経営主体の資金需要に対応できる金融手法
の提示、2)民間金融機関による農業者への支
援のあり方、3) 多様な金融機関による連携
システムの構築に取り組んだ。 
 

 



４．研究成果 
研究成果は、以下の通りである。 
1)農業経営学、農業金融論、中小企業金融論
に依拠しながら、農業金融における新たな手
法や体制整備の課題を明らかにした上で、リ
レーションシップバンキングを基軸とした、
多様な農業経営主体に対する農業金融手法
を確立するための理論枠組みを提示した。 
2)農協以外の民間金融機関が積極的に行っ
てきている、農業融資以外の農業者への支援
の実態と課題をビジネスマッチングに注目
して整理し、民間金融機関による農業者への
支援のあり方を提示した。 
3)全ての信用組合・信用金庫・農協に対して、
農業融資に関する実態に関するアンケート
調査を実施、協同組織金融機関における農業
融資の実態と課題を明らかにした。 
4)全国の企業的農業経営に対し、農業金融に
関するアンケート調査を実施し、民間金融機
関との取引における実態と課題を明らかに
した。 
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